
完成図 部品の確認

プラスドライバーをご用意ください。

底板と側板の組み立て1

◎組み立て前に､全ての部品が揃っているかどうかお確かめください。

WG1200-A-2

組立説明書品番：

朝日木材加工株式会社
http://www.asahiwood.co.jp

〒440-0071 愛知県豊橋市北島町字北島８７番地  TEL (0532)53-3338

※住所電話番号､URLは変更になることがありますのでご了承ください。

お買いあげいただきありがとうございます。
組み立てる前にこの組立説明書を必ずお読みください。

●商品､組み立てに関する
 お問い合わせは
 右記ＵＲＬ､電話番号まで

そのあと大切に保管し､必要なときにお読みください｡
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B
側板(右）

Gバックパネル

E

天板

C 側板(左）

D

裏板

A

底板

F パイプフレーム

G パイプフレーム

ボルトは「仮締め」の状態に
しておきます。
工程  の後に、しっかりと
締め付けてください。

木製ダボ金属ダボ

金属ダボ

1.底板の金属ダボを側板の
　ジョイント金具に隙間の
  無いようにしっかりと差し込む。

2.プラスドライバーでロック
　(約120°締める)します。

側板、底板をしっかりと押さえて、

組立ててください。

※押さえが不十分だとジョイントを

　ロック出来ない場合があります。

手順

うまくロックできない場合は、

一度ドライバーで　　　に回して

最初からやり直してください。
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ボルト(B)

M6X40

ボルト(A)
M6x25

TV取付ナット
(大）

TV取付ボルト

TV取付ナット
(小）

クッション

六角レンチ

ネジ隠しシール

バランスボード

転倒防止バンド

固定ネジ

B 底板
D 側板(右）

C 側板(左）

上面

前面化粧面

金属ダボ

金属ダボ

パイプフレームの組み立て

裏板､天板の組立､クッションの貼り付け3

A 天板

E 裏板

前面

上面

上面

前面

上面

裏面へつづく

クッションを図の位置に
貼り付けてください。

前面

1.天板のジョイント金具に

  側板の金属ダボを隙間の無い
  ようにしっかり差し込む。

2.プラスドライバーでロック
　(約120°締める)します。

天板をしっかりと押さえて、
組立ててください。

※押さえが不十分だとジョイントを
　ロック出来ない場合があります。

手順

うまくロックできない場合は、
一度ドライバーで　　　に回して
最初からやり直してください。

前面

上面

金属ダボ

金属ダボ

⑦クッション

①ボルト(A)

⑧六角レンチ

M6x25

傷防止のため、段ボールなどを敷いてください。 梱包材の発泡スチロールで段差を合わせると
組立てやすくなります。

はじめに、裏板を
底板へ差し込んで
ください。

ゆっくりと、倒してください。

AS-WG1200-AG/DB/NA

スペーサー

AG/DB･･･黒色

NA･･･白色

化粧面
AG/DB･･･黒色

NA･･･白色

http://www.asahiwood.co.jp
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前面

上面

F バックパネル
4 バックパネルの組み立て パイプフレームの固定5 6

⑨ネジ隠しシール

⑨ネジ隠しシール

前面

上面

背面

前面

上面

７ ８ テレビの取り付け、その②テレビの取り付け、その①

はじめに、ご使用のテレビ本体の「取扱説明書」をよくお読みになってから作業を進めてください。

ネジ隠しシールの貼り付け

テレビの取り付け作業は、必ず２人で行ってください。

⑧六角レンチ

⑧六角レンチ

①ボルト（A)
M6x25

②ボルト（B)
M6x40

ボルトは「仮締め」の状態に
しておきます。
工程  の後に、しっかりと
締め付けてください。

※最後にもう一度全てのボルトを
 しっかりと締め付けてください。
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約15mm

④TV取付ナット
　（小）

⑤TV取付ボルト

テレビの種類により
壁掛け用スペーサー
を取り付けます。

⑥スペーサー

テレビ

テレビ背面

手順１ ⑤TV取付ボルトに、④TV取付ナットを
「図１」のようにねじ込みます。
（先端から約15mmくらいの位置になるように）

手順２ ⑤TV取付ボルトを指先で、テレビ背面の「ＶＥＳＡ規格」の
金具取付用の穴へねじ込みます。

手順３ ④TV取付ナットを指先で締め付けて、ボルトとテレビを
固定します。

手順４ テレビの種類や、配線の太さによっては、⑥スペーサーを
ボルトに差し込んで、テレビ背面とバックパネルの隙間を
調節してください。

【図１】

【図２】

側面図

本体

バックパネル

ＴＶ取付ボルトをバックパネルの穴に差し込んでください。

はじめに、テレビの配線をバックパネルの配線穴に通しておきます。

テレビが中央に来るように図２を参照して取り付けてください。

背面から見た図

２枚目へつづく

テレビの種類によっては、テレビ付属品の「壁掛け用スペーサー」を使用します。
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⑪転倒防止バンド ⑫固定ネジ

テレビの取り付け、その③ 10 転倒防止バンドの取付

11 本体の壁への固定 12 完成図

【耐荷重】

天        板 : 10kg以下

テレビ荷重 : 35kg以下

底        板 : 10kg以下

総耐荷重 : 55kg以下

手順､1 手順､２ 手順､３

バランスボードの使用方法 前面への転倒防止の為、バランスボードを側板の底面に

差し込んでご使用ください。

⑩バランスボード

本体背面 本体背面

③TV取付ナット

(大）

③TV取付ナット(大)で、バックパネル背面より
しっかりと締め付けてください。

地震などに備え
本体を壁面に固定する
ことを推奨いたします。

付属の「転倒防止バンド」は地震などの揺れに対し、転倒を軽減するため
の物で、転倒しない事を保証するものではございませんので、予めご了承願います。

※このネジは
　付属しておりません。

石膏ボードなど
間柱など

【壁面のイメージ図】

壁

ご注意

壁面へ固定するネジは付属しておりませんので、ホームセン
ターなどで、取り付ける壁面に適した物をお客様ご自身にて
ご用意頂きます様、お願い申し上げます。

壁面は、石膏ボードの他、色々な種類の壁がございます。
しっかりと安全に固定していただくために、専門の業者様に
依頼される事をお薦め致します。

裏面の「使用上のご注意」をよくお読みになって
からご使用くださいます様、お願い致します。
ありがとうございました。
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■�⾼温･多湿の場所に置かないでください

＊付属している転倒防止バンド(前面方向)は地震等の揺れに伴なう転倒を最小限に
���⾷い止めるのが⽬的であり､万一お客様や家具等に障害が⽣じた場合、一切の損害
���に保証をお約束するものではありません｡

※製品の仕様は改善等の為、予告なく変更する場合がございますので、ご了承ください。

設置のバランスが悪いとテレビが倒れたり
こわれたりして､けがをする恐れがあります｡
※�記載されている耐荷重を超える機器は載せないでください｡

■�テレビはＡＶラックの中⼼に設置してください｡

ＡＶラック

ＡＶラック

ＡＶラック

MEMO


